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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本粉体工業技術協会（APPIE）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本

産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS Z 8819-2:2001 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

注記 工業標準化法に基づき行われた申出，日本工業標準調査会の審議等の手続は，不正競争防止法

等の一部を改正する法律附則第 9 条により，産業標準化法第 12 条第 1 項の申出，日本産業標準

調査会の審議等の手続を経たものとみなされる。 
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 Z 8819-2：2019 
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粒子径測定結果の表現－第 2 部：粒子径分布からの

平均粒子径及びモーメントの計算 

Representation of results of particle size analysis- 

Part 2: Calculation of average particle sizes/diameters and  

moments from particle size distributions 

 
序文 

この規格は，2014 年に第 2 版として発行された ISO 9276-2 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。 

粒子径測定は粒子状物質の特性評価に多く用いられている。粉体強度，流動性，溶解速度，懸濁液の安

定性などの粒子状物質の物理特性と粒子径とを関係付けることが特性評価の目的である。粒子径分布をも

つ物質に対しては，物理特性を適切に表現できるパラメータを用いることが重要である。例えば個数，表

面積又は体積で重み付けられた平均粒子径である。 

この規格は，粒子径分布の平均及び標準偏差を求めるためにモーメントを利用する二つの方法を規定し

ている。 

一番目のモーメント表記法特有の利点は，モーメント及び平均粒子径によって粒子径分布を特徴付ける

ことである。モーメント表記法は，物理学，特に機械工学の手法に基づく重み付けを扱っており，個数基

準の分布から求められる算術平均をその一部として含む[1]，[2]。 

二番目のモーメント比表記法は，個数基準の分布に基づいているが，他の測定基準への変換も含む[3]，

[4]。 

重要なことは，モーメント表記法とモーメント比表記法とで定義される平均粒子径の下付添字の意味が

異なることである。二つの表記法は簡単な関係でつながっており，その関係は箇条 6 に記載されている。 

両表記法は，いわゆる特性関数及びプロセス関数に対する製品及びプロセスの物理的特性を適切に表現

できる平均粒子径の導出及び／又は選択に適している。用いられる平均粒子径としては，関係する製品又

はプロセスの物理的特性と因果関係をもつことが望まれる。 

粒子特性評価は，非常に広い科学の専門分野と関連している。用いられる粒子径分布に関する表記法は，

工業分野及び応用に依存してきた。そのため，共通に適する表記法はまだ見いだされていない。 

また，ある粒子径範囲での光散乱のように，粒子径に対する依存性として，単純な指数則を仮定して求

めた平均粒子径では表現できない特性もある[5]。 

 

1 適用範囲 

この規格は，与えられた粒子径分布から種々のモーメント，平均粒子径及び標準偏差を計算するための


